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『水滸博』の言語

ー補語について一—―

はじめに

日 程度補語

1. 「V・de. C」

大内田

3. 「把 ．0• V ・de. C」
(::.) 介賓連語補語

1. 「v.在．c」
3. 「把（将） ．0・ V.在． C」

回 可能補語

1. 「V.de」

3. 「V・de. V」

5. 「V・不 ．de」

7. 「V.0 ・不 •de」

9. 「V ・不 •V. 0」

11. 「和． 0.V・不・ de」

むすび

郎

2. 「V.de. 0 ・ C」

2. 「V.0.在 ．C」

2. 「V.de. 0」

4. 「V・de. 0 ・ V」

6. 「V・不 ．de.0」

8. 「V・不 ．V」

10. 「V.0.不 ．V」

はじめに
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補語は，述語を補足する連帯成分で，述語の後に位岡する。補語は述語と

の意味関係で，結果補語 ・程度補語 ・方向補語 ・可能補語 ・動砿補語 ・時間

補語 ・介賓連語補語などいくつかに分類される。

小稿は，これらの補語の中， 『水滸他』 に見られる程度補語 ・介賓連語補

語・可能補語の三種を取り上げ，現代語の語法体系と比較しながら論述する。

補語は，単独で述語の後に用いられるこ ともあるが，補語と同じ述語の連

帯成分である賓語と一緒に用いられて，一つの述語動詞が補語と賓語の二

つの成分をとることがある。補語を論じる場合，同じ述語の後岡成分である

賓語が関連するので，賓語を含めた文型を示し，その用例を列挙して動詞 ・

(119) 
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賓語 ・補語の関係を検討する必要がある。

（一） 程度補語

1. 「V_•de• C」

(1) 弥如何夜来吃得大酔，打了n子，佑坪了蔵殿上朱紅桶子，又把火工道人都打
走，出口減声。 (4)

(2) 林沖等得不耐煩把巣子敲着況道：（9)..... 
(3) 老）L只道他是好活，安排了半夜，猪羊都煮得熟了，捏在庁前。 (73)... 
(4) 程万里椋得面如土色，造忙便清兵旦都監商汲。 (69)．．．．．． 
(5) -A人看吋，那白秀英打得脳漿選流，眼珠突出，劫禅不得，情知死了。 (sl).............. 
(6) 強順手起一刀，欧得一介下水去，那介昨得倒入船里去。 (91)....... 
この用例は，現代語とほぼ同じで， 述語動詞の後に補語を用いて，動作が

どのような程度に達したか， またどのような結果に至った かを説明してい

る。程度補語を伴った文は，中心語となる述語は一音節語が多く，補語には

形容詞 ・成語 ・主述連語 ・述賓連語などがあてられるのが普通である。 この

文型は，補語を含む述部が主語について説明したもので，文の主語は，主動

者である場合と受動者である場合の二通りある。用例(1)(2)は，主語が主動者

として自ら動作を行うもので，補語は，主動者である主語について，動作の

結果どういう状態になったかを説明するものである。また，用例(3)(4) (5) (6) 

は，受動者である主語が動作を受けた結果，どのような状態になったかを説

明している。

2. 「V•de• O • C」

(7) 打得宋江皮升肉綻，鮮血近流。 (33)............ 
(8) 赳得林沖等写旦星落云散，七断八綾，呼兄喚弟，皐子号窒，五千宰兵，折了一................... 
千余人，直退回五十里下塞。醤

(9) 昨得小唆P翠イ「］目證口呆。 (19).......... 
(10) 掠得洪太尉目眸痴呆，岡知所措，面色如土。（1)................. 
(11) 早晩必有大宰前来征吋，一丙眸糸得他人亡旦倒，片甲不回，埜着也伯，那吋却........... 
再商量。 h5)

（12） 宋江又近几日，造那婆子也有若干染面衣服，端的界的翠憤手衣展食0 (21) 

この用例は，現代語の語法体系からみると，主述述語が補語となった文で

ある。補語となっている主述連語の主語は，意味的にみると，自ら動作を行

う主動者ではなく，動作の対象となる受動者で，動作を受けるものである。

C 120) 
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用例(7)の補語は， 「宋江皮升肉綻，鮮血避流」であるが，この主述連語の主

語である「宋江」は，動詞「打」の動作を受けて「皮升肉綻，鮮血近流」と

いう状態に至ったことを説明している。従って，同じ動詞「打」を用いた文

’J「V,de・ C」の用例 (5)と意味内容が共通するので，用例(5)にならって，

用例(7)を「宋江打得皮斤肉綻，鮮血近流」と言い替えが可能である。 「打」

の対象になっている又苅者は，用例(5)の「白秀英」のように文の主語にもな

り，また，用例(7)のように「宋江」は「得」の後にも四かれる。 この事実

は，同じ意味内容を二つの迩った文型で表現できることを示唆している。こ

れは，主語の「白秀英」と「得」の後の「宋江」は四かれている位四は異t‘

っているが， いすれも動作の対象で，受動者である点が共通しているため

に，その入れ替えが可能である。用例(4)と(10についても同じことが言える。

両者とも動詞「掠」は「掠功」の窓味で他から刺激を受ける。その対象とな

る「人」は用例(4)では「程万里」で王語となり，用例(10は「洪太尉」で「得」

の後に四かれている。 「程万里」と「洪太尉」はともに「椋」の受動者であ

るので，これも入れ替えが可能である。用例(4)の主語「程万里」を「得」の

後に移勁させて「掠得程万里面如土色」とし，また，用例(lQの「得」の後に

ある「洪太尉」を主語の位匹に移して「洪太尉椋得目昨痴呆，岡知所措」と

しても表わす意味内容には変化はみられない。

現代語の語法体系では，用例(7)～⑫に用いてある「f9」以下の成分は，主

述連語の補語とし， 「得」の後の要索は，補語（主述辿品）の上語として扱

っている。これは，補距となっている成分が主語と述語の関係を意味的に成

立させているためである。 「宋江皮斤肉綻，鮮血近流」 「林沖等年旦星落云

散」 「小唆呵目瞭口呆」なと「得」の後の成分だけを取り出すと意味的に主

語と述話の関係が成立する。だが，これまで立べてきたように， 『水滸侶』

では補諾成分の主語となっている「宋江」 「林沖」「小唆叩」などは動作の

対象であり，動詞「打」．「妊」 「0ド」の宍語とみなすことができる。

次に，これと同じ文型をとる用例をさらに洋げて検討しよう。

(13) 却待要和那脈放対，打得他’求粉匝却被大符叫了孜上来。図...... 
(Iヽ） 柴近呈然不赳他，只是相lli'｝（也1’iJ'。図...... 
(19 徐す＇道： ＂兄弟， ¢F也1し得孜不ti!"~ ..... 
(IQ 城辺笈起吠来，解珍，解宝各挺綱又入城，都一肘尖作，那 天iり城門必？（9)..... 
(l7) 妓妓把得家定，我巧窃炒ih引倣'iL公？図

(121) 
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(l8) 宋江乗着酒洪，索紙等来，磨得墨液，蔭得等飽，彿升花箋，対李肺姉道：⑰........ 
(19) 那天山勇却囚在送将旦背后，宏的筒卑，拍的弦正，戯着強清絞奈，直射将来。紛

(2o） 城外弼班宰旦打的城子緊，我町不就送里放火，更待何吋 ！（84)..... 
この用例は， 「得」の後に人称代詞や名詞が用いられて，さらにその後の

形容詞あるいは動詞が連用されて，用例(7)～⑫と同じ文型をとっている。用

例(1~は 「得」の後が「他家粉砕」で主述連語とみされなくはない。しかし，

「他家」は動詞「打」の対象であり，その動作を受けている。 「粉砕」は，

動作の結果そのような状態が出現したことを示している。従って，「打他家」

と「打得粉砕」の二つの連語が一つの文型にまとめられものと考えられる。

その他の用例も同様な解釈が可能である。用例⑭～⑳は，動作の対象となっ

ている「他」 「我」 「城門」 「家」 「等」 「箭」 「城子」は，その後に連用

された形容詞や動詞とは直接， 意味関係は成立しない。 つまり， 「他慢」

「我不浅」 「城f1迭」 「家定」「等抱」「箭穏」「城子緊」は意味的に主述関係

は成立しない。その理由は， 「得」の後の人称代詞や名詞が動作の対象で，

その後に連用された形容詞や動詞は動作の結果や程度を述べたもので，両者

は構造的に直接つながった成分でないからである。それぞれ別個に「動詞 ・

賓語」と「動詞 ・補語」を構成し，それが一つの文型にまとめられたと考え

られる。

この語法現象は，現代語の語法体系では説明がつきにくいが， 「得」は補

語を郡く構造助詞とする点に問題がありそうである。 「得」が「水滸催」で

どのように用いられているか，これについてその用例を検討し，その機能を

明らかにする必要がある。

伽） 予jヽ立生檎得蓄燭，魏定国活拿了汁稜。図

四 祖士返所了大椋。急衆女将商以。宋江已令砲手凌振，放起造珠砲。島尤蛉上簗

中石宝等，所得大椋。(97)

(23） 若是回共人也好，只是中得我意。似）

似） 呈然官小取微，亦未曽立得功勅，以服朝廷赦罪之恩。 (85)

低） 小弟赴水到海口，逃得赫山門，被潮直潔到半播山，赴水回来。 {96)

伽） 弥送小去赴，欧得丙介人，岡劫了世界。 (40)

(27) 李逹道 ：＂只指共略擦得一擦，他自倒了”。佃）

(28) 白秀英却在茶房里折得，走将近来，便道： ⑲ 

この用例の「得」は，いずれも動作の完了を表わす時態助詞と解される。

用例(21)は，並列関係の複文で，孫立と魏定国がそれぞれ敵の雷畑と計稽を生

C 122) 
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け捕りにしたことを述べた文である。生け捕りにしたことを前の分文では，

「生檎得……」，後の分文では「活拿了……」 となっている。 この二つの分

文は明らかに「生換」と 「活拿」の動詞が完了したことをそれぞれ「得」と

「了」で示し，同じ助詞のくり返しを避けているが，同義に用いている。ま

た，用例（22）は，一つの句群の中で， 「聞いて驚いた」という意味の文を，前

の文では「所了大椋」，後の文では「所得大椋」と表現している。この「得」

が「了」と同義であることは，文脈からも明らかである。用例(23)(24)(25)(26）は，

辿語が辿賓辿語で，述語動詞と究語の間に「得」が用いられているが，完了

の意味を表わしている。用例（初は，述語が動詞の反復で完了を伴った「擦了

一擦」と同義であり，用例(28)の「所得」も「折了」と解され，いずれも「得」

は時態助詞「了」の意味に用いている。このように「得」を補語を祁く構造

助詞とせず，完了を表わす時態助詞として扱い， 「動詞・密語 ・補語」の構

文で処理すれば，（7）から⑳までの用例すべてが統一的に，しかも合理的に説

明がつく。

以上の用例は，主動者と受動者の両方が関係するが，実際は，両方もしく

はどちらか一方が省略されて文中に現われない場合が多い。この省略された

成分は，文脈によってこれを補うことができる。

『水滸佃』には，この主動者と受動者の関係を介詞を用いてこれを明示し

ようとした文が見られる。

伽） 因此高太尉被追赳得慌，で奔済州。 (79)

（30） 奴家昼夜消雨成行，要寺死赴，被他監看得紫。 (73)

(31) 他家庄上被我糸得一介也没了。 C;o).. 
この用例は， 「被」字文である。用例(29)は，受動者が主語にたち， 「被」

の後に主動者が省略されている。用例(30）は，主動者が 「被」によって「他」

であることが示されているが，受動者である主語は省略されている。用例(30

は，主動者と受動者がともに文中に用いられ，両者の関係は「被」によって

明らかにされている。さらに，介詞「吃」によって主動者と受動者の区別を

表わした文も見られる。

図李逸吃鉄得決破額裂，半哨況不出活来。邸）

{33) 呈然吃了他些苦，黄文柄那賊也吃我糸得快活。 (4~

この用例は， 「吃」を用いた受動文である。 「吃」 は，本来，動詞である

が，近世語では受身を表わす介詞に用いられる。用例(32)は，受動者 「李逹」

が主語にたち， 「吃」の後には主動者の「牢子獄牢」が省略されているが，

(123) 
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主動者と受動者の関係は「吃」によって表されている。用例(33）は，主動者と

受動者がともに文中に現れているが，両者の関係は「吃」で示され，主語が

受動者であると示している。

『水滸他』では，主動者と受動者の関係は，文脈や介詞「被」 「吃」の使

用によって理解されるが，さらに，現代語と同じく受動者を介詞「把」で前

置する用法がある。

3. 「把 •O • V •de• C」

⑳ 薫超，酵砺又蔀酒来，把林沖灌的酔了，和枷倒在一辺。 (8)．．．．．．． 
(3s） 女人下手，把柴遊打得皮升肉綻，鮮血遊流，只得招倣＂使令庄客李大打死股天'’............. 
鴇図

佃） 李逹把送伏人打得没地殷赴，便出到門前。(38).......... 
節 刻高看了大怒，把朽祉的粉辞，大盟道： ＂花茉送脈元礼 ？’＇(3a)．．．．．． 
(38) 我{f1昨日不曽使神行法，今日須要赳程途，祢先把包衷栓得牢了，我与弥作法，....... 
行八百里便住。 '53)

佃） 推司也戯他是介首身的好汲，又与床京街上除了一害，牛二家又没苦主，把款状... 
都改得径了。(12)
••••• 
この用例は「把」字文で，動作の対象が介詞「把」で前置されたものであ

る。用例(34)(35)(36）は，受動者である人が「把」で動詞の前に出されて，その人

がどのような取り扱いを受け，その結果がどういう状態になったかを説明し

たものである。これに対して，用例(3り（38）（39）は，動作の対象になるのは物であ

る。これも，受動者である物がいかなる処置が加えられ，その結果どういう． 
状態になったかを述べたものである。

「把」字文は，動作の対象となる賓語を，介詞「把」で前置するので，主

動者と受動者の関係が明瞭となり， しかも，中心語と補語を直結するので構

造が簡潔となる。

（二） 介賓連語補語

『水滸博』には，介賓連語が補語となっている用例は少なくない。介賓連

語を構成する介詞には， 「在」 「子」 「到」 「与」などがある。用例数が最

も多く ， しかも動詞や場所語と複雑な関係を示している 「在」！を取り上げ

る。

1. 「V• 在• C」

(124) 
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(40) 張清又一石子，静的打在蓋J::,昨得物志胆喪心寒，伏鞍リヨ眸。 (70).... 
(41) 我只道吊桶落在井里，原来也有井落在吊桶里。 (21).... 
(4?) 教共縁何被吊在送里？（11)．．．． 
（ぬ） 写器女将都埋蔵在船船里(95)...... 
(44) 粛址，床和，軟監在府里。 (81)..... 
（45） 小術内有在送里。 (51).... 
(46) 洒家的銀子有在送里。 (4).... 
この用例は，介詞「在」が場所語と連用されて介賓述語を構成し，動詞の

後に置かれて補語となったものである。動詞と場所語の関係は，動詞の性質

によっていくつかの種類に分けられる。一つは， 用例（40）（41)で， 動詞 「打」

「落」は瞬時に完了し，場所語はその動作がその場所に及んだことを表わし

ている。もう一つは用例(4砂(43)(44)で，動詞「吊」 「埋蔵」 「軟監」はその動作

自体に持続性があり，場所語の示すその場所に動作の完了後も状態として持

続していることを表わしている。 このように動作が持続する場合には，よく

動詞の後に結果補語として持続 • 安定の意味をもつ「住」が用いられ， その

動作の持続する意味を補足する。

(4り 那候子死碩住在壁上。低）．．．．． 
（叫 迂兵咸糸造天，四下里撞缶，左右被番宰園住在核心。 (86)

さらに一つは，用例(45)(46)のように，動詞に「有」が用いられて，場所語に

ある物が存在することを表わしている。この用例は，現代語ではほとんど見

かけない。この用例を現代語の語法で言い替えるなら，場所語が動詞の前に

きて「在送里有小術内」 「在送里有洒家的銀子」の語順となる。この表現に

よく似た用例に動作の行われる場所を示したものがある。

(49) 呆用道 ：＂我已寺思在吐里了"。 (18)...... 
卸） 若不是太肺福萌，小官粉骨砕身在梁山泊。 ~5)．．．．．．．． 
(.51) 三百神兵不曽走得一介，都被糸在莱里。砂．．．． 
この用例は，現代語ではあまり用いられない。場所語は，動作の行われる

場所を表わしている。用例(49)の場所語 「肱子」は動詞「寺思」の行われる場

所であり，用例(51)は，場所語「粟里」は動詞「栄」の場所を表わしている。

現代語では場所語を動詞の前に爵いて「在 ・場所語 ・動詞」の語順をとるの

が普通である。

上掲の用例は，介詞「在」が動作の及ぶ場所や勁作の持続する場所，ない

しは動作の行われる場所，存在する場所を表わしたが，これ以外に，動作の

(125) 
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到達点を表わす用法がある。

(52) 俺在江湖上多聞師兄大名，折的況道廂兄在大相国寺里桂搭，如今何故来在送里.... 
? (17) 

（53） 侍者吃了一椋，赳出外来専肘，却走在佛殿后撒屎。 (4)..... 
(54) 淮想直断送在送里，喪了残生 ！（3i)．．．．． 
(5s） 粥統宰正退回在城中，力折了丙介兄弟，心中好生納悶。 (86)..... 
斡那一介小牢子把他丙介帯在牢里来。 (49)..... 
(s7) 弥三介是甚仏人，却走在送里来？岡．．．．． 
斡怯順再伏在水里去了。 (94)...... 
69) 丙辺水手都跳在水里去了。 (75)...... 
この用例に見られる介詞「在」は，現代語で言えば介詞「到」の用法であ

る。用例(52)の「来在送里」は「来到送里」と解せられ，用例(53)の「走在佛殿

后」は「走到佛殿后」で， 場所語は動作の到達点を表わしている。これらの

用例の「在」が「到」に解されるのは，動詞が移動を伴う動作を表わすから

と考えられる。 「来」 「走」 「断送」 「退回」 「帯」 「伏」 「跳」はいずれ

もそうである。従って，用例(56)(5り（58）（59)のように方向補語「来」 「去」を伴っ

て「帯在……来」 「走在……来」 「伏在……去」「跳在……去」と連用され，

現代語の「V・到…来（去）」と同義に用いられている。

『水滸博』は，もちろん現代語と同じように移動を伴う動詞には「到」を

用いて「来到庄前(2)」 「走到我下赴(51)」 「帯到送里(8)」とした用例も見られ

る。当時， 「在」と「到」を厳密に区別しなかったのは，現代語のように動

詞の性質の違いに注意を払わず，たんに動作と場所を結び付けることだに意

を用いていたためと考えられる。

2. 「V• 0 •在• C」

（60） 宋肘，送座林子内，但有些冤仇的，使用些践与公人，帯到送里，不知結果了多
••• 

少好汲在此赴。 (8)...... 
(61) 却蔽黒旋凩等二百余人将校在船船里。(93)............... 
僻 困常肘也冗自劫了人，莫悦如今又添了那一伏強人在里面。 (19).......... 
(63) 城中監着丙只大虫在牢里，如何不｛故提各？（59)......... 
(64) A人相随来到水辺，梁山泊己捏着三只哉船在彼，一只装裁旦匹，一只装装宣等........ 
一干人，一只清太尉下船，井随A一皮人等。 (75)

(65) 智深猛岡得一眸肉香，走出空地上看肘，只見瑞辺沙鋸里煮着一只狗在那里。 (4)．．．．．．．． 
この用例は，賓語が動詞の後に入った文型である。この文型は，場所語が

(126) 



「水滸倒Jの言語一 15-

二つの意味に用いられている。一つは，用例(60）のように場所語が動作の行わ

れる場所を表わしている。つまり「在此赴」は多くの好漢たちが殺された場

所で「在此赴結果了多少好汲」の意味である。もう一つは，動作のあとその

状態が場所語に持続することを表わしている。用例(61)(6砂(63)(64)(65)がそれで，用

例(61)の場所語「船船里」は動詞「蔽」の状態が持続する場所である。

『水滸他』は，現代語に比べて，場所語が補語の位四で示されることが多

いが，さらに，用例(64)(65)のように状況語と補語の両方で表わされることがあ

る。用例(64)は，状況語「梁山泊」と補語「在彼」で三隻の軍鑑が並べられて

いる場所を表わしており， 「在彼」は場所語の復指成分と考えられる。用例

（曲は， 犬が煮られている楊所を動詞をはさんで状況語「沙鋸里」と補語「在

那里」で同ー場所を表わしている。これらの用例は，具体的な場所を表わし

ている状況語だけで十分にその意味は表わされているのに，さらに文末に代

詞を復指成分として用いているが， 「在彼」 「在那里」は楊所語としての機

能は弱くなっているように思われる。

この文型の一種に，動詞「有」を使った用例がある。

綺 那婆子約莫到呉前左側，把宋江一把結住，笈昧叫道： ｀`市苓J・ヽ賊穿恣皐！＂（21) 
絢只見仕辺破蔀春台，只有些灰坐在面上。 (6~．． ．． ．．． 
綺史逃又道：’'筍寄既有包衷在寺内，我和伽吋去。 (6)...... 
(69) 水手道：＂船梢決有一桶白酒在那里。 (75)........ 
伽） 便追：＂送酒里有裁汗豹在里決"。 (16)....... 
(7り 朱貨共領酒店里有介郭城具人在那里，要来見染領。卸）......... 
この用例は，存在を表わす動詞「有」が衷語をとって，人や物がある協所

に存在することを表わしたものである。現代語ではこの表現はあまり見かけ

ないが，現代語の語法体系では，介賓連語は動詞の前に四いて状況語とする

のが普通である。用例(00)は， 「在送里有栄人賊」となる。用例(61)(68)も， 「在

里決」 「在那里」が補語として人や物が存在する場所として用いられてい

る。用例(69)00)01)は， 人や物が存在する場所として， 状況語と補語の両方で

表わされている。この用例は，状況語で具体的な場所が示されているので，

代詞や方位詞を補語として場所を表わす必要はないわけである。 『水滸側』

は，動作の場所を介詞「在」で示そうとする場合，補語として動詞の後に用

いられることが多い。状況語で具体的な場所を示しても，文として落ち若き

が悪いせいか，もう一度，代詞や方位詞でその場所を示そうとする傾向があ

る。

(127) 
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3. 「把（将） • O•V• 在• C」

(72） 朱仝自遊庄里，把朴刀筒在壁辺，把f]来栓了， 走入佛堂内，：去把供床抱在一....... 
辺掲起那片地板来。胆）

(73) 燕青起身，把那泊子放在巣上，先拝了李姥姥四拝，后拝李行首両拝。(81)........ 
(74) 便把那枝箭咬在口里， 自把拾帯住了事坪上， 急把左手取出硬弓， 右手箭搭上........ 
弦， ill:近身来，望卦立前心宮里一箭射来。（印）

(75) 李逹再穿上衣裳，把大斧蔵在襟底下。 (73)........ 
(76) 清乎世界，如何把我良人妻子矢在送里！（7).......... 
(77) 将御酒捏在桑子上，毎ー巣令四介人拾， i召朽也在一介巣子上拾着。 (75)........ 
（78） 因此我釘祈的，乗他酔了，把他郷縛在送里，献与大玉。 (17)....... 
この用例は，介詞「把」 「将」で賓語を前置し，述語動詞と補語を直結さ

せたものである。この文型は，現代語と共通し，動詞は一音節語が多い。同

じ成分ー動詞 ・賓語 ・補語を用いて「V・ O・ 在 ．C」と「把（将） ．0• V 

•在． C」の二つの文型が構成されている。後者は，現代語と同じく，動作

の対象となる人や事物にある処置を加えて，その結果を強調する。しかし，

現代語のように既知で特定の賓語に限りこの文型が用いられるのではなく，

前者の「V・ 0• 在． C」でも用例 (62) のように指示代詞を限定語とした特定

の賓語が用いられる。この点から，両者は賓語によって使い分けられたとい

うことではなさそうである。前者は，現代語では淘汰されあまり用いられな

いが，近世語から現代語に移行する過程で，賓語は前置し動作の結果はでき

るだけ動詞に直結させよう とする意識が働いたものと考え られる。ただ， 両

者の相違を強いて挙げるなら， 後者の介詞「在」 の使い方に変化が見られ

る。

（79） 次日，宋江要行，穆弘那里肯放，把女人都留庄上，陪侍宋去領上困玩，呪看掲....... 
阻市村景一遭。 (31)

(80) 吋了十輛太平牢子，喚了十介脚夫，四五十捜牢笈口，把行李装上牟子，行貨栓....... 
縛完各。(61)

(81) 版小二迭両只柿船，把娘和老小， 家中財賦，都装下船里； （19) .............. 
(82) 酒保一面煮肉打絣，一面焼脚劾与呼延灼洗了脚，便把旦牽放屋后小屋下。 (57)．．．．．．．．．． 
（83） 李逹把双斧抜放夢里，丙手去摸底下，四辺却寛。（洲....... 
（84） 再説送魯智深就客店里住了几日，等得両件家生都己完各， 1故了刀鞘，把戒刀括.... 
附 ．肖肉，禅杖却把漆来衷了。（5）

(85) 只就当日商星定了，便打併起十数柄牢子，把老小井金恨財物衣服李等件，都装............... 
戟牢子上。 (35).... 

(128) 
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斡 宋江答道：＂女＇貨弟且起，把送斯推拾臨下。 (71)....... 
この用例は，動詞と補語の間にある介詞「在」が用いられていない。「在」

の有無にかかわらず同じ意味関係を表わしているが， 「在」がなければ，動

詞と場所語との構造腿係は述賓関係となる。現代語の語法体系からみれば別

の文型という ことになる。この「在」を用いない 「把」 字文は，二音節語勁

詞が述語に多用される。それも「放」が語素となった「年放」 「抜放」 「施

放」 「挿放」などの動詞が多い。ー音節語の動詞も用いられているが，その

使用数は少なく ，用例(80)(81)のように動詞に方向補語がつく場合がある。

（三） 可能補語

1. 「V• de」

励那西件倒都依得。 (21)

斡 若是毎常，要三五十尾也有，莫況十数介，再要多些，我弟兄釘也包力得。 (15)... 
徊） 宋江道： ＇`将率如何去得 ！＂図．． 
卸） 李逸那里忍耐得，脆地跳将近去了。 (73)... 
(91) 宿太尉看了那一班人模祥，侶生推托得，只得皮允了。'59)．．． 
悴 思紐送口島勺窓地出得，因此再回孟州里去。 (31)．． 
この用例は，動詞の後に可能を表わす「得」が用いられたもので，主観的

客観的にその動作が実現可能であることを表わす。 この文型に屈する可能補

語の用例数は多くない。その中でも，用例(1)(2)はさらに少なく ，この文型は，

用例(3)～(6)に見られるような勁詞の前に「如何」 「那里」 「窓生」 「侶地」

などの代詞を用いて反語の意味を表わし，否定の意味を強調する場合が多い。

つまり，この文型は，形式的には肯定型であるが，実際は，反語によって否

定の怠味に用いられている。

2. 「V•de• 0」

綺 老双家中也頗有些近活，明日便取了我女家去，井錦）し，不掠窓的，三年五絨，

芥煎得他。（8)．．．． 
糾 那知人道： ＂只要他医治得病，管甚仏唯吃＂。低）.... 
斡 施恩道： ＂三五百斤石決，如何経裸得他。姻.... 
詞本寺那里容得迭等野猫，乱了清規。 (4)...... 
(97} 兄弟，弥都悦得是。却侶地出得送口勺？..... 
因 海1、国黎道： ＂娘チ休笑活，侶生比得伐宅上。 (45)..... 
この用例は，衣語を伴ったもので，その究語は人称代詞 ・名詞 ・名副辿語

(129) 
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が用いられているが，いずれも短かい。この文型は，文型(1)と同じく，動詞

の前に「如何」 「那里」 「偲地」 「侶生」など代詞が用いられて反語の意味

をもたせ否定を強調している。文型(1)(2)ともに動詞の前に代詞を用いて反語

の意味に用いている用例は，全体の約8割を占め否定的に用いられるのが大

きな特徴である。

3. 「V•de• V」

（99） 李逹抜了一回，那里抜得劫。 （~)... 
箇 今夜伺候得着，望仁兄便那尊歩，同赴山塞，以満異，宋二之意。 (51)．．．． 
(101}太守独自一介侶生支持得住。 (70)．．．． 
(102}送李逹却是穿山度蛉憫走的人，宋仝如何赳得上，先自喘倣一袂。 (51)... 
(103)武大拾到房門辺，用手推那房n肘，那里推得汗。 (2s)

••• 
(104)三介商量道： ＂似此如何糸得出去？＂（ 'J'l).... 
この用例は，現代語にも常用される文型で，結果補語や方向補語の前に構

造助詞「得」を用いて可能補語を構成し，動作が実現可能であることを表わ

す。補語となる動詞は「劫」 「着」 「住」が多用されている。方向補語は，

単純方向補語と複合方向補語が用いられているが，具体的な方向を表わす場

合と，用法が拡大されて抽象化された意味を表わす場合もあり，ほとんど現

代語の用法と同じである。この文型も，形式は肯定型であるが，用例の約8

割が「如何」 「那里」 「思生」などの代詞が動詞の前に用いられて否定の語

気を強めている。

4. 「V•de• O • V」

(105)若是今夜兜得他住，那人悩恨都忘了。 (21)．．．． 
(l06)吾扉弥却如何正等得送賊首着？...... 
{l07)黄信見三介好双都来併他，音力在旦上斗了十合，窓地当得他三介住。 (34)...... 
(108)祢作起神行法来，淮人赳得祢上？'5-1).... 
(109)天色看看黒了，倫或又跳出一只大虫来吋，我却恙地斗得他近？僻．．．． 
(110)没酒吋，如何使得手段出来！伽）...... 
この文型は，賓語が構造助詞「得」と補語の間に用いられたもので，現代

語ではあまり用いられない用法である。この文型の賓語は，人称代詞あるい

は人を表わす名詞がほとんどで，例用 (110)のように名詞が用いられることは

少ない。結果補語は，文型(3)と同じく「劫」 「着」 「住」などが多用され，

方向補語は単純方向補語・複合方向補語ともに，意味が拡大され抽象化され

(130) 
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たものが多い。

この文型も，動詞の前に代詞「如何」 「侶地」などが用いられて反語とな

り否定の意味に用いられている。

肯定型の可能補語は，以上の四つの文型に分けられるが，いずれも用例の

8割以上が反語の意味に用いられているため，実際の肯定は極めて少ないこ

とになる。

5. 「V ・不 •de」

(11 I)自A嫁得祢斑瑶吃他式善了，被人欺負，清河具里住不得，搬来送里。(24)

(112)婆措道： ＂没得只穎 維我 ！我抱了，吃不得"。 (21)．．． 
(113)呈是被人逼迫，事非得已，子法度上却焼不得。伽）．．． 
(ll4)一介村坊近去不得，侶地敢抵故官宰？（2)

(115)那姐人道 ：＂了便了了，只是我手脚軟了，安排不得＂。僻．．．． 
(I 16)一丈青見宋江叉汽深重，推却不得。 (51)．．．． 
この用例は，文型(1)に否定詞「不」を伴った文型である。動詞の後に「得」

を用いた可能補語は，肯定型と否定型に分けられるが，この両者を比較する

と，否定型の方が使用頻度がはるかに高い。 この否定型は，客観的な情勢か

ら判断して，その動作が不可能であることを表わす。

6. 「V ・不 •de• 0」

(117)女部舎道：＂却吃不得仮了 ！冷6)．．． 
叫）祢只般的我箭，須般不的我槍！’＇(87)．．．．． 
(119)西介斗到十合之上，急切巌不得一丈青。⑲... •·.. 
(120)弥也元大薩之オ，也倣不得山塞之主 !(19)....... 
(121)恩主如常戯老双，又蒙与終身寿具，老子今世撥答不得押司，后世倣炉倣旦振答...... 
官人。 (81)

(122)敗写元心恋践，只願奔走，救炉不得后写。 (79)...... 
この用例は，賓語を伴った文型である。衷語が可能補語の後に用いられ現

代語と同じ用法である。•『水滸博』では，賓語はすべて可能補語の後に置か

れるとは限らない。次の文型に示すように，賓語が動詞のすぐ後にくる用例

も見られる。

7. 「V• O •不 •de」

(123)武松道：＂原来怨地！却焼祢不得＂伽）．．．． 
(124) 近年泊内是宋江一伏強人在那里打家劫合，官兵捕盗，近他不得。 (6~.... 

(131) 
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(125)累累清将法官来，也捉他不得。 (73)．．．． 
(126)宰情主事，少他不得。 (8s)．． ．． 
(127)送介是人命的公事，弥却唄怪我釘不得。 (22)...... 
(128)官司累次着仰捕盗官写来収捕他不得。 (57)..... 
この用例は，文型(6)と同じように動詞が賓語を伴った文型である。この二

つの文型は，賓語の位置の違いによって分けられる。文型(6)は， 賓語は可能

補語の後に，文型(7)は，動詞のすぐ後である。この両者は任恋に使い分けら

れているのではなく，賓語の性質によって使い分けられている。文型(6)は，

「仮」 「我槍」 「一丈青」 「山棄之主」 「押司」 「后宰」など普通名詞や人

名が賓語に充てられている。これに対して，文型(7)は，人称代詞に限られて

おり， 「弥」 「他」 「我釘」などが賓語に用いられて文型(6)とその用法を異

にする。

8. 「V ・不 •V」

(129)那斯撹了老娘一夜睡不着。 (21)．．． 
(130)我几介老的走不功，只得在送里近，因此没仮吃。 (6)．．． 
(131)宋江宰烏抵当不住，結身便走。(88)．．．． 
(132)打岡里，那大王机出房門，奔到f1前，摸着空旦，村上折枝柳条，托地跳在旦背

上，把柳条便打那旦，却胞不去。 (5)．．． 
(133)押司不要胞了去，老人家赳不上。 (21)... 
(I 34)戸貝外，弥迂痣地不暁得，中了俺写姉妙汁，便肋生両翅，也T不出去。 (61)．．．． 
この文型は，肯定型の文型(3)に「不」が入れ替った否定型で，動作の実現

が不可能であることを表わす。両者を比較すると否定形の使用頻度が高く，

補語に充てられる動詞の種類も多い。 常用される補語として 「住」 「着」

「功」があるが，特に「住」が補語として用いられている用例に次のよ うな

特徴がみられる。 その特徴は二音節語の述語動詞が 多用されるということ

で， 「抵当」 「柱当」 「阻当」 「抵故」 「迎故」「遮控」 「遮掩」 「苦留」

「挽留」 「留造」 「収勒」 「0少岡」 「忍耐」 「苦ヌカ」 「屯札」 「捉摸」 「按

納」などが用いられている。方向動詞が補語に用いられるのは現代語とほぼ

同じで，用例 (132)(134)のように具体的な動作の方向を示すものと，用例(133)

のように方向補語の意味が抽象化したものがある。

9. 「V ・ 不 • V • 0」

(135)二将斗不近三十余合，徐宇故不住番将，望本眸便走。斡..... 
(132) 
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(136)便是我迷踪失路，手不芯宿共。 (61)..... 
(137)早芯ー下，便使不功網鞭，回リヨ本眸。(70)．．．．． 
(I 38)林沖上的楼上，号不見高術内。 (7)...... 
(139)小（曽是五台山来的和尚，要上床京去干事，今晩赳不 L..7i1汰，借批「［投宿一宵。 (5)．．．．． 
(140)便是保正与兄十分f得，也担負不下送段事。(14)....... 
この用例は，補語の後に夜語を伴った文型である。可能補語の否定形で喪

語を伴う場合は，賓語を可能補語の後に證く用例と動詞のすぐ後に四く用例

の二通りに分かれる。この両者には，夜語の性既によって使い分けられてい

るようで，文型(9)は，名詞が密語に充てられている。

10. 「V • 0 ・不 •V」

(141)若是他有心恋弥吋，身上便有刀剣水火也柱他不住，他也不↑白。(21)

(142)我若迂拿弥不沼，便愉送顆決与弥。 (73)．．．． 
(143)我見那虹人随后便出来，扶大郎不劫。 (26)．．．．． 
(144)我指望拿他来祭n，却専那斯不兄。 (40)..... 
(145)朱仝恨不得ーロ呵呑了他，只是赳他不上。(SI).... 
(146)祝彪哉李皮不近，抜回旦便走。 (41)
．．．．． 

この用例は，究語が動詞のすぐ後に用いられた文型である。現代語では，

この文型あまり用いられず，咀語は補語の後である。 『水滸偲』の用例は，

動詞に究語と可能補語の二成分を伴う場合， 賓語の位四は二個所に分かれ

る。文型(9)は，究語が名詞で可能補語の後に四かれ，現代語と同じ語順を示

したが，この文型(lQは，賓語が動詞のすぐ後である。その夜語は文型(9)と違

って，人称代詞や人名あるいは人を表わす名詞が用いられて，両者は用法上

の相迩をみせている。このように，賓語が人称代詞であれば， 普通，文型(lQ

が用いられるが，夜語が介詞「和」で動詞の前に岡かれることもある。

l 1. 「和 •O•V ・不 •de」

(147) 不得賢弟自来力救，便有銅唇鉄舌， 也和他分翔不得。~)...... 
(148)父奈憫弱，和他争扶不的，他又有践有勢。 (3)．．．．．． 

この用例は，人称代詞の夜語を介詞「和」で前置して，述語動詞と可能補

語を直結させた文型である。この文型に属する用例は多くはないが，述語動

詞と可能補語を近づけようとして人称代詞の密語を前置したものであろう。

衷語の前四は， 「把 ．0．V.de. C」と「把（将） ．0・ V ・在 ．C」でも見

られた。この二つの文型は，賓語を 「把」で前岡し動作の対象に処箇を加え，

(133) 
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その結果を補語で示した。 同じ賓語を前置した文型「和． 0• V・不・ de」

は処置式を使って「把」で前置せず「和」を用いたのは，補語が可能を表わ

すだけで処置の結果を表わさないためであろう。

むすび

述語動詞が賓語と補語の二つの成分を伴う文型は，現代語にも見られる。

現代語は，賓語を前置ずるか，あるいは補語の後に置くのが一般的な用法で

ある。つまり，述語動詞と補語を直結させる方法をとっている。 『水滸博』

は，現代語より複雑で，現代語と同じ文型以外に，賓語を述語動詞と補語の

間に用いる文型がある。とくに，介賓連語補語の場合にその傾向が目立つ。

用例は介詞「在」しか示さなかったが， 「到」 「与」 「子」にもそれが著し

し‘°
『水滸博』で常用されるこの「動詞・賓語・補語」の文型は，現代語では

ほとんど用いられない。なぜこの文型が数百年の間に用いられなくなったの

であろうか。

文型「動詞・賓語・補語」の賓語は，ほとんど動作の対象である。動作の

対象は必ずしも賓語の位置にくるとは限らず， 主語の位置にも置かれる。

『水滸偲』では，主語と対象賓語がよく省略される。このような理由から，

述語動詞と補語が直結する機会が多く なる。現にその用例も多く見られる。

補語が述語動詞の連帯成分として直結するようになり，その構文が定着する

と， 「動詞・賓語・補語」の賓語を移動し，述語動詞と補語を直結させよう

とする意識が働くようになったものと考えられる。

(134) 




